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市 役 所〕 

12月 29日から1 月 0 日 まで休みます。 

〔西北中央病院〕 

	

12 月 28 日 	午前中診療 

	

12 月 29 日 	fi、 	診 

12 月 30 日 

	

12 月 31 日 	・午前中診療 

	

月 1 日 	休 	診 

	

月 2 日 	休 	診 

	

月 3 日 	午前中診療 

	

月 4 日 	午前中診療 
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〔市民文化会館〕 

12月 28日から1 月 4 日まで休館 
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（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ①
 

加
 
困
り
ご

と
相
談

所

の
開

設

加
 

つ
ぎ
に
よ
り
、
各

駐
在
所
に
 
『困
り
ご

と
相
談
所
』
を
開
き

ま
す
。
警
察
署
か
ら

幹
部
が
で
て
お
り
ま

す
。
 

交
通
問
題
、
少
年

補
導
、
法
令
の
質
疑

手
続
き
、
そ
の
他
日

常
の
上
で
、
困
り
ご
 

と
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
警
察
署
で
は
い
つ
で

も
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

マ
十
二
月
二
十
日
 
（月
）
 

三
好
、
中
川
、
毘
沙
門

マ
十
二
月
二
十
一
日
 
（火
）
 

七
和
、
長
橋
、
栄

マ
十
二
月
二
十
二
日
 
（水
）
 

飯
詰
、
松
島
、
梅
沢
 

ー
 

警察か ら のお し らせ 

ー
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

水
道

を
凍
ら

さ
な
い
で
ノ

・
 

給
水
装
置
に
は
防
寒
を
 

寒
さ
が
き
び
し
く
な
り
ま
す

と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
水
道

の
凍
結
、
破
れ
つ
等
の
故
障
が

お
き
て
ま
い
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
凍
結
や
破
れ
つ
は

ち
よ
つ
と
の
注
意
で
、
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

お
互
い
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
水
道
課
で
は
の
ぞ
ん
で
お

り
ま
す
。
 

①
水
道
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
 

一
晩
中
、
水
を
だ
し
つ
放
し
に

し
て
い
る
家
庭
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
、
メ
ー
ト
ル
が
あ
が
る

ば
か
り
で
な
く
、
夜
に
な
り
ま

す
と
、
水
圧
が
さ
が
り
ま
す
か

ら
、
空
気
が
入
り
、
凍
り
や
す

く
な
り
ま
す
c
 

夜
ね
る
と
き
に
は
、
か
な
ら

ず
給
水
栓
を
か
た
く
し
め
て
く

だ
さ
い
。
 

②
給
水
装
賞
も
、
人
間
と
同

じ
く
寒
く
な
り
ま
す
と
、
防
寒

具
が
ほ
し
く
な
つ
て
ま
い
り
ま

す
。
な
る
べ
く
給
水
装
遣
に
は

布
切
れ
や
縄
等
を
巻
い
て
、
寒

さ
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
 

③
水
道
が
凍
つ
た
か
ら
と
い

つ
て
、
熱
い
お
湯
を
か
け
ま
す

と
、
破
れ
つ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
 お
湯
を
か
け
ず
に
、
熱

い
タ
オ
ル
等
で
あ
た
た
め
て
く

だ
さ
い
。
 

そ
れ
で
も
水
が
で
な
い
と
き

は
、
水
道
課
か
、
近
く
の
水
道

工
事
業
者
に
ご
連
絡
し
ま
す
と

さ
つ
そ
く
、
修
理
に
ま
い
り
ま

す
。
 

雪
が
ふ
り
ま
す
と
、
道
路
の

状
態
が
わ
る
く
な
り
ま
す
。
 

と
く
に
、
各
商
店
や
事
業
所

な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
の
商
品
等
 

を
道
路
上
 

に
置
き
放
 

し
に
し
て
 

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
交
通
の
大
き
な
妨
 

害
と
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

最
近
、
市
内
お
よ
び
、
金
木

町
、
板
柳
町
等
で
、
現
金
盗
難

事
件

（
金
庫
ド
ロ
）
が
多
く
発
 

生
し
て
お

り
ま
す
。
 

警
察
で
 

は
、
三
千
百
万
円
事
件
と
、
と
 

も
に
全
力
を
あ
げ
て
捜
査
と
予
 

防
に
あ
た
つ
て
お
り
ま
す
が
、
 

さ
つ
そ
く
か
た
づ
け
て
、
道
路

を
広
く
使
用
す
る
こ
と
に
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
 

警
察
署
で
は
、
年
末
警
戒
の
 

一
つ
と
し
 

て
、
指
導
 

取
締
り
を
 

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
違
反
し
な
い
よ
う
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ま
も
現
金
の
世
場
所
、
 

戸
締
り
等
に
十
分
庄
意
し
て
，
 

被
害
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

ド

ロ
ポ
 

ー
に
入
ら
 

れ
た
と
き
は
、
現
場
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
す
ぐ

一
一
〇
番
ヘ
ノ
 

1 2 月 2 8 日 は 

市税の最終納ずです 

市税を完納 して 

明 る い お正月 を 

迎 え ま し よ う 

◇

道
路

に

物
を
 

◇
 

◇
 
置

か

な

い

よ
う
に
 
◇
 

◇

現
金
盗
難
（金
庫
ド
ロ
）
 
◇

◇
 
を
 

防
 
ご
 

う
 
◇
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新
 
し
 い
 民

生
 
委
員
 

四

十
一
年
 

該
当
者

は
 

五
所
川
原
地
区
 

川
村
篤
代
（
田
町
）
、
石
田
タ
ケ
 

（
栄町
）
、
 神
吉
太
郎
（
新
町
）
 

小
田
桐
惣
十
郎
（
元
町
）
、
野
呂

卓
雨
（柳
町
）
、
鶴
谷
や
な
（
布

屋
町
、
弥
生
町
）
伊
香
常
雄
（
本

町
）
、
 毛
内
金
次
郎
（
川
端
町
）
 

兼
平
た
み
（
旭
町
）
、田
中
文
蔵
 

（
寺町
・
岩
木
町
）
、
斎
藤
て
る
 

（
敷島
町
）
、
気
田
勝
治

（
上
平

井
町
）
、
 工
藤
金
造
（
平
井
町
）
 

山
川
勝
夫
（中
平
井
町
）
、小
山

田
鳳
隆
（
新
宮
、
末
広
町
）
、斎

藤
長
三
郎
（
下
平
井
町
）
、石
井

柾
次
郎
（
大
町
、東
町
）
大
鷹
作

次
郎
（幾
島
・
柏
原
町
）
．
坂
本

憲
泰
（
錦
町
）
、神
正
良
、
坂
本

栄
三
（
平
和
町
）
、
 前
田
つ
な
 

（
十川
町
）
、
寺
田
清
（
鎌
谷
町）
 

小
田
桐
七
郎
（
湊
団
地
）
、
藤
田

留
作
（
さ
つ
き
町
）
、
木
村
義
信
 

（
松島
団
地
）
、
 成
田
と
み
倉
 

（小
曲
）
 

長

橋
地
区
 

片
岡
勝
雄
（
福
岡
）
、笹
森
市
太

郎
（
浅井
）
、
土
岐
策
五
郎
（
神

山
、
杉
派
立
）
、斎
藤
正
（
戸
沢

石
田
坂
）
、小
田
桐
銀
次
郎
（
福

山
）
、
 工
藤
由
衛
（
豊
成
）
、
成

田
喜
代
治
（
神
山
）
、長
尾
善
五

郎
（
野
里
）
、
 山
内
清
祐
（
松
野

木
）
 三

 
好
 
地
 
区
 

三
浦
半
十
郎
（
高
瀬
）
、開
米
民
 

雄
、
千
葉
み
ど
り
（
鶴
ケ
岡
）
、
 

乗
田

あ
ね
、
野

呂
金
八
郎
、
 

明
四
十
一
年
一
月
十
五
日
、
 

五
所
川
原
市
合
同
成
人
式
を
市

民
文
化
会
館
で
お
こ
な
い
ま
す

該
当
者
は
、
昭
和
二
十
一
年
一

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
生
ま
れ
た
方
女

で
す
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
住
民
登

録
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
が
、
 
 

一
戸
万
助
（
藻
川
）
 

梅
 
沢
 
地
 
区
 

前
田
勝
雄
、
前
田
幸
一
（
梅
田
）
 

関
芳
則
（
中
泉
）
 

毘
沙

門

地
区
 

福
間
タ
マ
、
北
川
孫
一
、
北
川
 

又

一
郎
（
毘沙
門
）
、
荒
関
ト
コ
 

太
田
善
七
（
長
富
）
 

七
 
和
地
区
 

阿
部
慶
吉
（
持
子
沢
）
、工
藤
栄

一
、
小
笠
原
謙
吉
（
前
田
野
目
）
 

小
笠
原
正
広
、
佐
女
木
又
五
郎
 

（
高
野
）
、外
崎
梁
四
郎
（
俵
元
）
 

阿
部
長
助
（
原
子
）
、
阿
部
は
つ

よ
（
羽
野
木
沢
）
 

中
川
地
区
 

高
橋
東
五
郎
（
中
泊
）
、
藤
森
み

つ
倉
（
沖
飯
詰
）
、
館
山
松
四
郎
 

（
種井
）
、
原
善
之
助
（
新
宮
）
、
 

小
笠
原
又
一
（
田
川
）
、
岡
田
武

四
郎
（
桜
田
）
、
奈
良
岡
繁
太
郎

秋
田
留
作
（
川
山
）
 

栄
 
地
 
区
 

藤
田
桂
子
（
猫
淵
、
三
ッ
谷
）
、
 

平
山
つ
ゃ

（
湊
）
、
 菊
地
良

一
 

（
稲
実
）
、
木
村
柾
次
郎
（
姥
落
）
 

姥
名
誠
一
（
七
ッ
館
）
、
 一
戸
正

一
（
広田
）
 

松

島

地
区
 

佐
藤
甚

一
（米
田
）
、
山
形
豊
太

郎
（
桃
崎
、
太
刀
打
）
、
木
村
ふ

じ
（
漆
川
）
、
 高
橋
豊
次
郎
（
金

山
）
、
高
橋
亀
太
郎
（
悪
戸
、
田
 

成
人

式
 

連
絡

く
だ

さ
い
 

転
入
さ
れ
た
方
等
が
、
調
査
も

れ
に
な
つ
て
は
遺
憾
で
す
か
ら

骸
当
者
は
、
五
所
川
原
市
中
央

公
民
館
あ
て
、
住
所
、
氏
名
、
 

生
年
月
日
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
該
当
者
に
は
、
中
央

公
民
館
で
、
年
賀
郵
便
の
案
内

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

中
、
宮
田
）
、
高
橋
多
一
郎
（
唐

笠
柳
、
末
広
）
、
 小
田
桐
助
勝
 

（
水
野
尾
、
富
桝
）
、
 小
野
武
 

（
石
畑
、
 一
野
坪
）
、
 福
士
孝
 

（前
落
、
中
村
）
、
 寺
田
ま
つ
 

（
吹
畑
、
石
岡
）
 

飯
詰

地
区
 

鳴
海
三
之
助
、
中
谷
甚

一
、
三

浦
一
正
、
前
田
勘
四
郎
、
大
久
 

幼
児
教
育
の
施
設
と
し
て
市

内
金
山
に
建
設
中
の
金
山
児
童

館
が
、
十
二
月
十
日
完
成
し
ま

し
た
。
 

こ
の
児
童
館
は
、
ニ
百
六
十

六
万
円
の
建
設
費
で
、
十
月
九
 
 

保

ェ
ス
、
大
久
保
良
夫
、
松
野

恭
一
（飯
詰
）
、
田
辺
ミ
ョ

（
下

岩
崎
）
 

年
賀
郵

便
の
 

差
し
出
し
は
早
め
に
 

年
賀
状
を
元
ロ
一に
配
達
さ
せ

る
に
は
、
十
二
月
二
十
ニ
ロ
ご

ろ
ま
で
に
差
し
出
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
 二
十
三
日
以
後
に
な

り
ま
す
と
、
他
局
か
ら
お
く
ら

れ
て
き
た
年
賀
状
に
追
わ
れ
、
 

ま
た
運
送
便
も
満
載
と
な
り
ま

す
の
で
、
元
且
の
配
達
が
む
ず

か
し
く
な
り
ま
す
。
 

年
賀
郵
便
は
、
早
め
に
差
し

だ
し
ま
し
よ
う
。
 

ま
た
、
お
年
玉
つ
き
年
賀
は

が
き
以
外
の
は
が
き
を
便
つ
て

年
賀
状
を
差
し
だ
す
と
き
は
、
 

表
面
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
一

通
ご
と
に
 
『
年
賀』
と
赤
で
か

き
ま
し
よ
う
。
 

日
着
工
、
 木
造
平
家
建
モ
ル
タ

ル
仕
上
げ
で
、
内
部
は
、
集
会

室
、
遊
ぎ
室
、
図
書
室
、
調
理

室
、
事
務
室
等
が
完
備
し
て
お

り
ま
す
。
 

こ
れ
で
当
市
は
、
ひ
ま
わ
り

つ
つ
じ
ケ
丘
、
金

山
の
三
つ
の
児
童

、
 

館
が
、
で
き
ま
し
 

一
 

た
。
 

な
お
、
開
館
は

四
月
一
日
で
こ
の

入
所
児
募
集

（
六

十
人
）
は
、
 一
月

十
五
日
こ
ろ
か
ら

お
こ
な
わ
れ
ま
す
 

金
山

児

童
館

完
成
 

当
市
で

三
つ
め
の
幼
児
施
設
 

イ写 真＞ 

入所をまつ金山児童館 
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